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                 論   文   の   要   旨 
 
 わが国の酪農経営の現状は乳価の低迷、飼料や資材の高騰等により収益性が悪化している。そ
れゆえ、経営の効率化と低コスト化を図ることが緊急の課題となっている。経営費の中で多くを
占める飼料費、乳牛償却費を低減することが収益性向上につながる。飼料費および乳牛償却費の
双方に関連する育成費を削減するためには育成期間を短縮して初産月齢を早める方法が考えら
れる。これについては、最初、飼料中のエネルギーを高め、速く成長させる方法が試みられたが、
体脂肪の付着が難産を誘発させたり、乳腺実質の成長が妨げられたりして生乳生産量が減退する
等の負の影響が見られた。その後、飼料中のエネルギーとCPを高めることにより、初産の泌乳成
績を低下させることなく、早期分娩が達成できると報告された。しかし、CPが過剰給与となると
過剰な窒素分は体外に排泄され、環境汚染が進むことになる。そこで、本研究では、現状の飼養
標準で示されているCP必要量にCPd、CPuを上乗せして発育、繁殖成績、窒素出納、血液性状、初
産泌乳成績等に及ぼす影響を検討した。さらに育成期のCP含量の違いが、生涯生産性に及ぼす影
響についても検討した。3ヵ月齢から体重200㎏をCP14%（CPd9.1%,CPu4.8%）、体重200㎏から35
0㎏までをCP11.7%（CPd8%,CPu3.7%）とした適CP区およびCP16%（CPd9.6%,CPu6.5%）、CP14%（C
Pd9.2%,CPu4.8%）とした高CP区の2区を設定した。両区ともDG1.0㎏を目標とするエネルギー水準
で飼養試験を実施した。その結果、試験期間中の体重、体格の日増加量、繁殖成績に差は認めら
れなかったが、CP飼料効率は適CP区が高まった。6ヵ月齢と9ヵ月齢に行った窒素出納については、
高CP区が窒素摂取量は高まったが、体内に蓄積された窒素は両区で差はなかった。結果として、
尿中排泄窒素量は高CP区が高まり、CPd、CPuを増給した効果は見られなかった。適CP区のPUN、
第一胃NH3-Nは高CP区よりも低く、臨床的正常範囲を下回ったが、低タンパク状態ではなかった。
両区とも21ヵ月齢分娩であり、初産の305日乳量は両区で差はなかったが、日乳量の推移は常に
適CP区が高く、体重の推移は常に適CP区が低かった。また分娩2週後のBCSは高CP区が高まった。
廃用までの生涯生産乳量、搾乳供用日数、産歴数は適CP区が多くなった。 
以上の結果より、3ヵ月齢から体重350㎏までは、CP飼料効率および環境汚染を考慮すると適C
P区のCP水準、CPd、CPu構成割合で十分と考えられた。よって現在の国内の育成雌牛へのCP供給
量は過剰であると考えられた。初産分娩時の乳量、体重およびBCSの推移から栄養素の代謝の異
化的傾向が高まり、このことが適CP区が高CP区に比べ、生涯生産乳量、搾乳供用日数、産歴数が
多くなったと考えられた。育成期の一時期のCP濃度が、乳牛の長命連産性に影響を及ぼす可能性
が示唆された。 
 
 
                 審   査   の   要   旨 
 乳用育成期におけるタンパク質水準に関する研究は窒素出納と増体に関するテーマを中心に
実施されてきた。本研究では、育成前期のタンパク質水準が分娩後の生産性や長命性に及ぼす影
響について、大規模な実証試験を展開して解析を進めた。①育成前期の飼料中タンパク質水準な
らびにタンパク質構成割合の違いは、初回人工受精時（体重350kg）までの増体量および体格に
は影響は及ぼさず、ホルスタイン種発育標準曲線の上限付近であることを示した。②窒素出納試
験では、タンパク質水準を高めるとその分は全て尿中に排泄され、体内で吸収利用されないこと
を明らかにした。③育成後期からは全供試牛の栄養管理を統一したが、分娩時の体重および泌乳
期間のボディコンディションスコアは、育成前期にタンパク質水準を高めた牛が上回ることを明
らかにした。④また、育成前期のタンパク質増給は、産次数および生涯生産性を低下させること
を示した。 
 以上の結果より、育成前期におけるタンパク質水準を窒素出納から適正なレベルを示したこと
と、長命性に関するデータから代謝的刷り込み効果が乳牛で存在することを強く示唆する新知見
を提示したことは高く評価できる。さらに、環境負荷に対するタンパク質給与技術の重要性を示
唆したことは、酪農と環境を含めたさらなる研究を進める上での指針となると考えられる。 
 平成26年1月16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
